
 

 

 

 

１ 本校の概要 

 本校は、川口駅から徒歩数分の立地にあり、平成 29

年に改築された７階建の校舎をもつ。６階に 294 ㎡の

広さを持つ学校図書館があり、学校図書館司書は週３

回常駐している。図書ボランティアの活動も盛んで、

月に一度壁面装飾を作成・掲示したり、ブックコート

作業やしおり作成をしたりしている。 

 

 

 

２ 本校の実践 

本校の児童は本好きが多い。読んでいる本の種類も

多岐にわたる。毎休み時間、学校図書館に来ることを

楽しみにしている児童もいる。今年度は、コロナ禍で

あるため、学校図書館の開館にも工夫をしてきた。 

（１）６月以降の学校図書館の開館 

①入館時にはアルコール消毒をする。 

②閲覧用の机は６台から３台に減らす。 

③各机の椅子も６台から３台に変更する。 

④貸出カウンターに並ぶ列は間隔をあけて並べる

よう、床にマーキングをする。 

⑤クラスごとの貸出できる日を分ける。→混雑がそ

れほどなかったため、２学期から通常に戻した。 

 余った椅子は廊下や学校図書館内に点在させ、児 

童が思い思いの場所で本が読めるように工夫した。 

また、児童に人気のある本は数か所に分けて配架し、 

密接に集まることのないように工夫した。 

 

 

 

 

 

〈廊下の閲覧席〉       〈貸出カウンター〉 

（２）図書委員会の取組「2020 ビブリオバトル」 

 昨年度、３年生以上の各クラスでビブリオバトル 

に取り組んだ。そのため、図書委員から「今年もや

りたい！」との声が上がった。しかし、コロナ禍の影

響で昨年のような小グループでの話合い活動はできな

い。そこで、一人一人の本紹介をビデオで撮り、CM 風

にして紹介することにした。休み時間に図書室のある

６階ホールでビデオを流し、観客にシールを付けて投

票してもらう形式で 2020 ビブリオバトルを開催した。

募集・撮影等、図書委員会児童が分担し、担当した。 

 

 

 

 

 

①第１回 2020 ビブリオバトル ～10 月～ 

 ４年生５人が参加した。昨年度同様一人の紹介時間

を１分半にしたところ、休み時間中に５人分を見る

ことは難しかった。 

②第２回 2020 ビブリオバトル ～11 月～ 

４年生４人が参加した。本紹介を１分以内にしたこ

とで、簡潔に内容を紹介することができた。ビデオ

でまとめても２～３分になり、廊下で足を止めてみ

る児童が増えた。 

③第３回 2020 ビブリオバトル ～12 月～ 

 ３年生の部と６年の部の２つに分けてビデオを作成

した。３年生は昨年度ビブリオバトルの経験がない

中、上級生のビデオを参考にして、本紹介を行うこ

とができた。６年は表現することが上手な児童が多

く、各自工夫して紹介していた。 

３ 成果と今後の課題 

（１）成果 

 ・今年も形態を変えてビブリオバトルを行うことが

できてよかった。 

・２か月の休校期間があった中でも、学校図書館の

の貸出数は増えている。（２年連続増加） 

2019 年４月～12 月 2020 年４月～12 月 

13,357 冊 13,549 冊 

（２）今後の課題 

コロナ禍のため、外遊びが思うようにできない

中、学校図書館に来ることを楽しみにしている児

童がたくさんいる。ビブリオバトルだけでなく、

掲示等を工夫して読書意欲を高めていきたい。 

学校名 川口市立幸町小学校 

所在地 川口市幸町３丁目８番３３号 

電話  ０４８－２５１－２８５１ 

シールで投票 


